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「ＪＰシートとＷＯＲＫシート」

ＪＰシートとＷＯＲＫシートには共通の項目があります。

登録しているＪＰ法オリジナル指標についての項目がそれに当たります。

ＪＰシートを基準に考えると、弾性値、ＭＡＶ指標、Ｍ指標、ＲＪ指数、ハイローバン
ドです。

その他の項目である最高値比率や日柄などの項目はＷＯＲＫシートにはありません。

またＪＰ法オリジナル指標であってもＪＰシートでは、数値と向きのみ設定出来ますが
ＷＯＲＫシートでは、前日の値や、基準値を超えたという設定も出来ます。

またＷＯＲＫシートでは同一の指標について周期を変更して一度に３つまでセットする
事が出来ます。

ＪＰシートでも弾性値に限っては、短期（周期１３）、中期（２６）、長期（５０）と
周期は固定ではありますが、３つセットする事が出来ます。

ハイローバンドは１つの周期しか登録する事が出来ません。
３日が買い場で、１５日が買い転換した、などどいう設定はＪＰシートでは出来ません。
ＷＯＲＫシートなら可能です。

ＪＰシートとＷＯＲＫシート、どうしてバラバラになっているのかというと、ＪＰ法ソ
フトの生い立ちから２つに分かれていたためです。
Windows の前の OS である MS-DOS 時代がそうであったため、それを引き継ぐ形で
Windows版のＪＰ法ソフトを作ってしまったためです。

今まで MS-DOS 版のＪＰ法ソフトを使っている方が、スムーズに Windows 版ＪＰ法ソ
フトへ移行出来るようにしたわけです。
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どこかのタイミングで、ＪＰシートとＷＯＲＫシートを共通にしたかったのですが、
プログラムが複雑になりすぎて、現在に至っているのが実情です。

ご利用中の皆様におかれましては、使いづらく申し訳なく思っております。

今回は、ＪＰシートとＷＯＲＫシートの共通項目を使って、ＪＰシートをＷＯＲＫシー
トへ移植させてみたいと思います。

使うシートは、前ページにある「このサインが消えたらコール売り」です。

セットされている指標は、弾性値、ＲＪ指数、ハイローバンドのみです。

これならＷＯＲＫシートへ移植が可能です。

■ＷＯＲＫシートへ移植

下記の項目のみ使います。
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●ＪＰシートの内容 その１

短期弾性値 「０」以上 短弾向き 「１」・・・上向き

これと同じ条件をＷＯＲＫシートへ入力してみます。

※「短」の項目を使います。

周期 短に「１３」を入力します。
※ＪＰシートの短期弾性値の周期が「１３」だからです。

シートを右方向へスクロールさせます。

昇降が「１」は上向きという意味です。

●ＪＰシートの内容 その２

ＲＪ指数 「５５」以上

※周期 短に「１４」、中に「９」を入力します。
※ＪＰシートのＲＪの周期だからです。

※ＷＯＲＫシートは、「短」、「中」、「長」と３つの項目がありますので間違いないよう
にご注意下さい。
また「短」、「中」、「長」という表現は便宜上です。周期その１、周期その２、
周期その３と同じ事です。
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●ＪＰシートの内容 その３

ハイローバンド 周期「３」 向き「１」・・・買い場という意味

※「短」の項目を使います。

シートを右方向へスクロールさせます。

昇降が「１」は買い場という意味です。

※この買い場という意味はハイローバンドのみです。他の指標については、「上向き」
という内容です。

ここまでで、ＪＰシートの内容をＷＯＲＫシートへの移植が終わりました。

※チェックする指標についは必ずチェックに「１」を入力しておいて下さい。

ここに「１」が入っていないと、その指標は無視されます。チェックしません。
以上や昇降に数値が入っていても、無視されます。

シート全体はこうなります。次ページ



- 5 -

ここの数値は固定なので
無視して下さい。
※消しても表示されます。
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■チェックの比較

それでは、ＪＰシート、ＷＯＲＫシートをチェックして同じになるか見てみましょう。

各チャートから「条件」－「チェック」です。

ＪＰシートの場合

ＷＯＲＫシートの場合

同じところにサインが表示されています。

移植は成功しました。
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■ＷＯＲＫシートへ追加

この完成したシートに指標を追加してみましょう。

ハイローバンド 周期「１５」 買い場転換という内容を追加します。

ＪＰシートではこうなります。

向き「４」・・・買い転換という意味

先に書きましたが、ＪＰシートではハイローバンドの項目は１つの周期しか登録する事
が出来ません。

シートでは既に周期「３」を使用していますから、同じシートに周期「１５」を入力す
る事は出来ません。

そこでＷＯＲＫシートの登場です。

こちらのシートであれば、同一の指標は３つまで周期を変更して入力する事が出来るか
らです。

※Ｍ指標、ＭＡＶ指標は周期固定で２つまでです。
ＲＪ指数は１つです。周期を変更して複数のＲＪ指数を入力する事は出来ません。

入力内容については、ＷＯＲＫシートの解説書をご覧下さい。

ＷＯＲＫシートの解説 直リンク先
http://www.neuralnet.co.jp/user/manual/1/page092.htm

勉強会の資料にも設定方法があります。

http://www.neuralnet.co.jp/user/benkyou.html
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ハイローバンド 周期「１５」 買い場転換を追加

※「中」項目を使います。

Ｖ字に「１」・・・買い転換という設定となります。※ハイローバンドだけ
他の指標は、下降から上昇に転じたとなります。

あらためてチェックして下記の表示となれば、成功です。

このようにＪＰシートからＷＯＲＫシート、またはＷＯＲＫシートからＪＰシートへと
移植できるところがありますので、両方を補う形で使ってみて下さい。

ＪＰシートの強みは日柄をセット出来るところ、ＷＯＲＫシートの強みは３つ周期を変
更して登録出来るところです。


